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　生命科学系グローバル COE「生体シ

グナルを基盤とする統合生命学」は二年

が経過し，折り返し地点である。2009

年 11 月に開催された理学系リトリート

も三回目を数えた。本 COE 拠点では，

これまで横の繋がりが疎遠であった三つ

の部局（医学系研究科，分子細胞生物学

研究所，理学系研究科）が，互いの連携

強化により，より高いレベルの教育研究

体制を確立し，世界で戦える力を養うこ

とを目指している。

　すなわち，いかに互いの連携をスムー

那須　信　（生物科学専攻　グローバ
ル COE 拠点形成特任助教）

生命科学系 GCOE のリトリ生命科学系 GCOE のリトリ
ート開催されるート開催される

ズに，そして強固なものにするかが，拠

点としての成功の鍵のひとつとなる。そ

のためのプログラムのひとつが，リト

リートである。普段の研究生活から少し

離れた環境で，口頭発表やポスター発表

を通じ，互いの研究を知り，討論する。

春に三部局全体で，秋には理学系だけで

開催してきた。

　リトリートで，私がもっと

も重要だと考えているのは，

人脈の形成である。今はまだ

研究者としてひよっこでも，

いずれ世界への扉を開いて羽

ばたいていく。今結ばれてい

るネットワークは，まさに世

界への扉の前で結ばれている

わけだ。しかし過去二回の開

催で見えてきたことがあった。

日本人は交流が苦手だ！でも本当はもっ

と交流したい！今回は「学生交流会」を

計画し，その中で交流が活性化すること

を目指した。新しい交流は楽しい経験で

あった。良い交流が良い研究に繋がれば

と思う。最後に，開催にご協力いただい

た方々に，ここでお礼申し上げたい。

　東京大学大学院理学系研究科・理学部

公開講演会が，2009 年 11 月 8日（日）

14 時より安田講堂にて開催された。今

年は，ガリレオの天体観測から 400 年，

ダーウィン生誕 200 年，ラボアジエの

“化学原論” 出版より 220 年に当たるこ

とから，「ガリレオ・ダーウィン・ラボ

アジエから現代の理学へ」と題して，天

文学・生物学・化学の各分野から，大学

院理学系研究科で行われている最新研究

の成果に関する話題が紹介された。

　山形俊男研究科長による挨拶に続き，

河野孝太郎教授（天文学教育研究セン

ター）による「南米アタカマ砂漠から探

る見えない銀河の誕生」，深田吉孝教授

（生物化学専攻）による「朝の光と朝ご

はん～体内時計の時刻リセット」，中村

 実行委員長　半田　利弘
（天文学教育研究センター 助教）

第 16回東京大学理学部公開第 16回東京大学理学部公開
講演会，開催される講演会，開催される

栄一教授（化学専攻）による「百聞は一

見に如かず～顕微鏡で見る有機化学」の

3講演が 40 分ずつ行われた。新しい観

測波長で得られた銀河の誕生の様子，生

物活動に影響する体内時計の 2系統の

調節機構，分子の構造を直接画像として

示す方法など，いずれも興味深い話題が

紹介された。

　天候にも恵まれ，来場者は昨年秋を大

きく上回る 788 名を数えた。開演前に

上映した理学部紹介ビデオも好評であっ

た。講演後には懇談会を設け，多数の来

場者が 1時間ほどの間，講師と議論を

深めていた。前回同様，講演内容はイン

ターネットで学外にも中継された。また，

講師や講演内容に関連した書籍販売を東

大生協が行い，この利用者も多かった。

　次回は，2010 年 4 月 25 日（日）に

同じ安田講堂にて開催予定である。

ほぼ満席の会場。講演直後の質疑応答も盛んであった。

大磯にて
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保護者がポイント！女子中保護者がポイント！女子中
高生への進学アピール高生への進学アピール

横山　広美（広報・科学コミュ
ニケーション　准教授）

「私が理学を選んだ理由」ガイ「私が理学を選んだ理由」ガイ
ダンス・カフェ＠駒場ダンス・カフェ＠駒場

FRI16:00~20:30
数理研究科棟大講義室

理学部ガイダンス
ガイダンスカフェ
＠駒場

ガイダンスカフェ＠駒場
16:00～20:30   数理研究科棟大講義室前ホワイエ
数学科・情報科学科・物理学科・天文学科・地球惑星物理学科
地球惑星環境学科・化学科・生物化学科・生物学科・生物情報科学科

理学部ガイダンスをはさむ16時～20時半の間，大講義室前のホワイエに各学科のデスクを設け，各学科
の教員，学生が，お茶とケーキもある和やかな雰囲気で，進学を考えている皆さんのどんな質問（駒場でど
んな勉強をしておくべきか，学科の研究・教育，学生生活，卒業後の進路などなど）にも答えます．

理学部ガイダンス・パネルディスカッション
18:00～19:40   数理研究科棟大講義室
司会 : 横山 広美　准教授

■ 相原 博昭　理学系研究科副研究科長　挨拶
■ 理学部紹介，進学振り分け，教養課程履修上の注意，卒業後の進路（茅根　創　理学部教務委員長）
■ パネルディスカッション 「なぜ私は理学を選んだか　強み・将来性のポイント」
　 理学部の学生，卒業生，教員を囲んで，キャリア選択の際に何を考えたのか紹介します．

溝上祐介
（生物科学専攻修士１年）

久米昌子
（化学専攻助教）

藤田智弘
（物理学科４年）

瀧川　晶
（地球惑星科学専攻博士１年）

横山　広美（広報・科学コミュ
ニケーション　准教授）

　女子中高生にもっと積極的に理系を目

指してもらおうという活動は，政府の方

針もあり，ここ数年，多くの大学で活発

に続いている。こうした流れの中で，私

自身はただ単に人数を増やすためではな

く，女子中高生や保護者の方の理系進学

への敷居を低くし選択の幅を広げること

に興味があった。これは進学のさいに，

周囲の理解を得ることが難しかった経験

にもとづく。保護者や高校の先生方に対

して，女性が理系に進学した後の状況や

進路を紹介する情報が少なく，それに

よって不安が募っていたのではないか。

悪い点も含めて良い点を積極的に公開し

ていくべきではないか。こうした考えの

もと，この一年間，女子中高生はもちろ

ん，保護者の方や先生をも対象にした理

系進路支援の活動を行うことにした。何

度目かの応募の末，科学技術振興財団の

女子中高生の理系進路選択支援事業に採

択され，東京大学７つの部局（理学系研

究科，工学系研究科，数理科学研究科，

海洋研究所，地震研究所，宇宙線研究

所，数物連携宇宙研究機構）が連携して

イベントを開催した。2009 年 12 月 13

日（日）には，総括シンポジウムを行い，

女性の先輩方がどのような考えで進路を

選び，人生を歩んでいるのかを紹介する

ことができた。

　この一年間の活動を通して，女子中高

生から，女子ならではの問題について質

問はほとんどあがらなかった。逆にいえ

ば，女子だから進学を心配している，と

いったことはないようであり，これには

安心した。対して保護者の方からは多く

の質問をいただき，まだ情報が行きわ

たっていないことを実感した。本事業は

単年度予算なので 2010 年度以降の活動

は未定だが，今年培ったネットワークを

活用して，ゆるやかに連携していくこと

では合意がとれている。お世話になった

先生方，皆さまに感謝したい。

　「進路選びに迷うのは，進路を決定す

るための指針がないから。指針はどう

やって決めるのがよいか。好きなことは

頑張れる，好きなことを選ぶというこ

と。」説得力ある先輩の言葉に 1年生が

うなずく。

　2009 年 12 月 4 日（金），数理科学

研究科棟大講義室で教務委員会・広報委

員会の共催で行われたガイダンスは，毎

年，各学科の教員が 5分ずつの持ち時

間で説明していたスタイルを大きく変革

し，4人の先輩の講演と，会場とのディ

スカッションに重きを置いた。

　相原副研究科長の挨拶に続いて茅根教

務委員長から理学部と各学科の概要が，

宇都宮専門員から進学振り分けと駒場で

の履修の要点が説明された。そのあと，

学部から助教までそれぞれの年代の先輩

たちにより，進学する学科を選ぶ決め手

や本郷での学生生活について，ユーモア

を含めて解説していただいた。ガイダン

スに出席した学生 250 名も熱心に先輩

たちのアドバイスに耳を傾けた。

　ガイダンスをはさむ 16 時から 20 時

半までは，大講義室前のホワイエやセミ

ナー室に，10 学科と男女共同参画，学

生支援室のデスクを置いて，カフェのス

250名が参加した理学部ガイダンス。理学部
広報委員会が監修する「リガクル」と，理学
部の教員によって執筆された「東大式現代科
学用語ナビ」が配布された。

タイルで学生の質問に答えた。カリキュ

ラム，学科の特色，教育内容，進路，就

職，進学振り分けなど，デスクを担当す

る教員，学生にさまざまな質問がされた。

　帰りがけの 1年生に感想を聞いたと

ころ「おもしろかった。知りたいことを

知ることができた。」と答えが返ってき

た。多くの学生が理学部の学問を目指し

頑張ってくれることを期待している。ご

支援くださった皆様に感謝したい。

ガイダンスポスター
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　本研究科物理学専攻の平野哲文講師が

「相対論的流体力学に基づくクォーク・

グルーオン・プラズマの研究」で第 24

回西宮湯川記念賞を受賞されました。こ

の賞は，湯川秀樹博士が，「中間子論」

を西宮市苦楽園在住中に提唱したことを

記念して 1986 年に創設されたもので，

顕著な業績をあげた 40歳未満の若手研

究者に与えられます。陽子・中性子・中

間子（ハドロンと総称される）はクォー

クやグルーオンなどの素粒子からできて

いますが，誕生したばかりの１兆度を超

 初田 哲男（物理学専攻　教授）

平野哲文講師が第 24回西宮平野哲文講師が第 24回西宮
湯川記念賞受賞湯川記念賞受賞

す超高温の初期宇宙では，ハドロンが溶

解し，クォークとグルーオンからなるプ

ラズマ状態が存在していたはずです。こ

のプラズマの実験室での生成を目指し，

米国ブルックヘブン国立研究所の加速器

RHIC を用いた相対論的原子核衝突実験

が約 20兆電子ボルトのエネルギーで行

われており，数千の粒子が発生する現象

を観測しています。平野哲文氏は，実験

結果と，自らが世界に先駆けて開発した

相対論的流体模型の 3次元数値シミュ

レーションによる理論結果とを詳細に比

較することで，生成されたプラズマが粘

性の小さい「完全流体」のように振舞う

ことを示し，当該分野の理論・実験に大

きな影響を与えました。平野氏の理論的

研究は，最近稼働を始めた欧州合同原

子核研究機構（CERN）の新しい加速器

LHC を用いたさらに高エネルギーでの

原子核衝突実験とも密接に関連し，今後

もますますの発展が期待されています。

　東京大学海洋調査探検部硫黄鳥島遠征

隊（隊長・井上志保里：地球惑星科学専

攻・修士１年）は，平成 21年度第１回

総長賞を受賞し，その授与式が 2009 年

10 月 20 日（火）駒場の数理科学研究

科大講義室で行われた。同遠征の成果は，

理学部ニュース 2009 年 11 月号の研究

ニュースに「酸性化した海ではサンゴが

消滅」として掲載されている。

　総長賞は，毎年秋に課外活動に，春に

学業優秀者に授与される。課外活動につ

いては，スポーツや発表，社会活動，国

際交流などで優秀な成績を収めた個人ま

たは団体に授与されるもので，今年は自

転車競技，法科大学院出張教室など，遠

征隊を含め５個人・団体に授与された。

　総長は授与式の挨拶の中で，自らが標

榜するタフな東大生とは，知力に加え人

間力とたくましい交渉力と大胆な行動力

茅根　創（地球惑星科学専攻　教授）

海洋調査探検部硫黄鳥島遠征海洋調査探検部硫黄鳥島遠征
隊が総長賞受賞隊が総長賞受賞

をそなえた者であること，またそうした

大胆さは周到な準備のもとに実行されな

ければならないことを，海洋調査探検部

への授賞を例にあげて説明された。

　授与式には，山形俊男理学系研究科長

も列席され，遠征隊の隊長が理学系研究

科の学生であることと，自らの研究対象

が「海」であることから，受賞した遠征

隊メンバー，現役部員，駆けつけた OB

たちとともに，受賞後の記念撮影にも参

加してくださった。

平野哲文講師

受賞後の記念撮影

総長賞
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い学問分野を拓かれました。

　とくに原子核の磁気能率の高精度測定

による核内でのπ中間子交換流の発見，

ミューオンスピン回転緩和共鳴法の開

拓，反粒子を含む原子分子の研究，π中

間子原子を用いた核子の質量獲得メカニ

ズムの研究などは，きわめて独創的なも

のです。

　山崎先生はこれらの研究の多くをカナ

ダ，ドイツ，スイスなどの加速器施設で

行い，学術の国際交流に貢献されました。

いっぽう，国内においては，1970 年代

後半に高エネルギー物理学研究所内に世

界初のパルス状ミューオンビーム施設を

建設し，また，東京大学原子核研究所所

長として大強度陽子加速器施設（現在の

J-PARC）実現の礎を築くなど，わが国

の原子核物理学研究に主導的役割を果た

されました。

　山崎先生は松永賞，仁科記念賞，藤原

賞，日本学士院賞恩賜賞を受賞しておら

れますが，このたび文化功労者に列せら

れたことは，先生の業績を顕彰するのに

相応しいものとして，心からお喜び申し

上げます。

文化功労者として顕彰文化功労者として顕彰
物理学専攻山崎敏光名誉教授物理学専攻山崎敏光名誉教授

早野　龍五（物理学専攻　教授）

　山崎敏光名誉教授が平成 21 年度文

化功労者に選ばれました。山崎先生は

1957 年に本学理学部物理学科を卒業な

され，本学原子核研究所助手，カリフォ

ルニア大学およびニールス・ボーア研究

所研究員，本学理学部講師，助教授，教

授を経て，1986 年より本学原子核研究

所所長を務められました。退官後は日本

学術振興会監事などを歴任され，現在は

財団法人仁科記念財団理事長および日本

学士院会員として活躍されるとともに，

自ら科研費を獲得され，研究に励んでお

られます。

　山崎先生は中間子などの粒子ビームを

原子核物理のみならず原子分子・物性科

学に至る広い分野の研究に応用して新し

山崎敏光名誉教授

性の解析およびその滅失に関する保全生

物学的研究」により学士院エジンバラ公

賞を受賞。2007 年には文化功労者とし

て顕彰されています。

　岩槻先生はシダ植物の系統と分類に関

する研究，東アジア・東南アジア植物相

の研究，維管束植物の分子系統学的研究，

植物多様性の保全に関する研究などで顕

著な業績を収め，他方，日本学術会議委

員，国際生物科学連合日本代表，（社）日

本植物学会会長，日本植物分類学会会長，

（社）日本植物園協会会長，国際植物園

連合会長，学術審議会専門委員，環境保

全審議会委員など国内外の組織の要職を

歴任し，広く社会に対して植物への理解

を深める教育・施策に貢献されました。

さらに，数多くの普及書・専門書を執筆

し，生物多様性の保全・地球環境問題に

岩槻邦男名誉教授が瑞宝重岩槻邦男名誉教授が瑞宝重
光章を受章光章を受章

邑田　仁（植物園　教授）

　本学名誉教授の岩槻邦男先生が平成

21 年秋の褒章発令において，瑞宝重光

章を受章されました。

　岩槻先生は兵庫県生まれ，京都大学理

学部のご出身で，京都大学理学部教授か

ら，1981 年に東京大学理学部附属植物

園教授となられ研究・教育に尽力される

とともに，東京大学評議員を２年，附属

植物園園長を５期 10年にわたり勤めら

れました。本学を定年退官されて後は立

教大学，放送大学で活躍され，現在は兵

庫県立人と自然の博物館の館長を務めて

おられます。1994 年には「植物の多様

岩槻邦男名誉教授

ついて啓蒙活動を続けておられます。

　今後ますますのご活躍を期待します。
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可能と考えられていた反応をフラスコの

中で実現し，また，紙の上でのみ考えら

れていた化学種が実際に存在可能である

ことを次々に示してきた。さらに，最近

の顕著な業績として，中村教授自身が開

発した方法論をサッカーボール型炭素分

子であるフラーレンや関連化合物の新た

な化学修飾法へと展開し，「炭素クラス

ター複合体の精密有機合成化学」という

新分野を形成したことが挙げられる。こ

の研究は中村教授ご自身によって，有機

薄膜太陽電池の高効率化に資する新材料

の開発や，透過型電子顕微鏡を用いた世

界初の有機分子一分子の動きのリアルタ

イムの直接観察へと展開され，「世界観

を変える」とまで新聞報道されている。

　このように中村教授は，学術面での重

要性に加え，資源・環境・エネルギー問

題への貢献を視野に入れた研究課題を追

求することによって，化学の真の発展に

大きく貢献されており，いずれの研究も

独創性，一般性，実用性ともにきわめて

高い。国内はもとより国際的にも高い評

価を受け，米国芸術科学アカデミー外国

人名誉会員として活躍しているほか，独

フンボルト研究賞を受賞し，米国化学会

賞の受賞も決まっている。今回の受章を

契機に，研究のいっそうのご発展をお祈

り申し上げる。

中村栄一教授， 紫綬褒章を受中村栄一教授， 紫綬褒章を受
章章

小林　修（化学専攻　教授）

　東京大学グローバル COE「理工連携

による化学イノベーション」拠点事業

リーダーである化学専攻の中村栄一教授

が， 2009 年 11 月 3 日の褒章発令にお

いて，学術，芸術上の発明，改良，創作

に関し事績の著しい方を対象とする紫綬

褒章を受章された。

　中村教授は永年にわたって，物理有機

化学・有機合成化学・物質科学の教育，

研究に尽力されてきた。ともすると，「フ

ラスコの中で化合物を混ぜてみないと何

が起こるかわからない」という有機合成

化学の分野に，理論化学や物理有機化学

の方法論を積極的に導入することで高度

の合理性を与え，有機化学における多く

の問題を解決するとともに，それまで不

中村栄一教授　　「撮影：柴田昌勝」

数組み合わせて，ソフトウェアを見通し

良くかつ安全に構築する方式です。

　1970 年代半ば，まだ，「オブジェク

ト指向」という概念が定着する以前に，

米澤先生は，「オブジェクト」の概念を

一般化し，「オブジェクト」のひとつひ

とつに，小さなコンピュータを１個ずつ

埋め込んだ「並列オブジェクト」という

概念を提唱されました。そして，(1)「並

列オブジェクト」に基づくプログラミン

グ言語，(2)「並列オブジェクト」の高次・

動的拡張方式，(3)「並列オブジェクト」

の数学的モデル，(4)「並列オブジェクト」

に基づいて構築されたソフトウェアシス

テムの超並列コンピュータでの高効率な

実行方式，などを次々に研究開発し，国

際的にたいへん顕著な学術的かつ実用的

な業績を上げられました。

　現在では，並列オブジェクト指向技術

は，インターネットにおけるセカンドラ

イフや Twitter システム，また，スーパー

コンピュータを用いた科学技術計算分野

では，生物理学用分子動力学シミュレー

タの実現などにも使われています。今回

の受章は，長年にわたる先生の並列オブ

ジェクト指向技術に対する理論から実践

に至る優れた業績と科学技術に対する多

大な貢献が高く評価されたものです。ご

受章心よりお祝い申し上げますとともに，

ますますのご活躍を祈念します。

米澤明憲教授， 紫綬褒章を受米澤明憲教授， 紫綬褒章を受
章章

石川　裕（情報理工学系研究科
コンピュータ科学専攻　教授）

　情報科学科，情報理工学系研究科コン

ピュータ科学専攻，情報基盤センター長

の米澤明憲教授が，情報科学分野におけ

る長年にわたるソフトウェアシステムの

基礎理論の研究と実践の功績が認めら

れ，紫綬褒章を受章されました。

　先生の受章における世界的功績とし

て，「並列オブジェクト」に基づく計算

モデルとプログラミング言語の提唱があ

ります。現在使われているコンピュータ

システムのソフトウェアの大部分は，「オ

ブジェクト指向」とよばれる設計・開発

手法が用いられています。これは，ある

形式に従った「オブジェクト」とよばれ

るソフトウェア部品（モジュール）を多

米澤明憲教授


